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令和７年度

総額

２５０億９,３８０万円
一般会計
　１６０億４，０００万円
特別会計
　　７３億   ３６０万円
企業会計
　　１７億５，０２０万円

対前年度比
5億4,100万円減

予算
審査

ぬくもりのあるまちづくりぬくもりのあるまちづくり
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令和７年度予算審査

学
校
規
模
適
正
化
検
討
事
業

　
少
子
化
に
よ
る
現
状
を
踏
ま
え
、
将
来
を
見
据
え

て
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
が
進
む
中
、

将
来
を
見
据
え
た
検
討
を

行
う
の
は
重
要
で
あ
る
と

思
う
が
、
結
論
を
急
ぎ
す

ぎ
て
地
域
住
民
や
関
係
者

と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
発

生
し
な
い
よ
う
、
慎
重
か

つ
丁
寧
な
取
り
組
み
に
努

め
ら
れ
た
い
。

議
会
の
意
見

116万円

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
助
成
事
業

　
集
い
の
場
や
体
験
活
動
等
の
提
供
な
ど
に
取
り
組

む
団
体
等
に
、
開
設
費
（
上
限
10
万
円
）
や
運
営
費

（
上
限
５
万
円
）
を
支
援
し
ま
す
。

　
地
域
の
つ
な
が
り
の

希
薄
化
や
教
育
格
差
な

ど
、
現
代
の
課
題
に
直

面
す
る
こ
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
多

様
な
居
場
所
づ
く
り
を

着
実
に
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

議
会
の
意
見

100万円

　
　
三
高
中
学
校
の
統
合
問
題
で
地
元
と
の
協
議
が

　
　
難
航
し
た
が
、
学
校
再
編
事
業
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
今
後
の
こ
ど
も
た
ち
の
減
少
を
見
据
え
、
外
部

　
　
の
大
学
教
授
等
を
交
え
て
委
員
会
を
結
成
す
る

予
定
で
す
。

　
各
地
域
の
学
校
を
視
察
し
、
本
市
に
お
け
る
学
校

の
在
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

議
員
か
ら
質
問

　次ページからは、予算審査
で議員が特に気になった事業
を、三つの取り組み方針「ぬ
くもりのあるまちづくり」
「活力あふれるまちづくり」
「健康で安心して暮らせるま
ちづくり」ごとに、質疑の内
容やまちの声ととともに紹介
します。

 審査報告書は江田島市議会ホーム
ページに掲載しています。

　令和７年度当初予算では、
人口減少の抑制に引き続き取
り組みます。
　市民活動の拠点施設やイン
フラ施設の維持管理などの暮
らしの基盤整備のほか、協働
のまちづくりや健康づくりな
どを進めます。

「
豊
か
な
恵
み
と
ぬ
く
も
り
で
　
み
ん
な
が
輝
き
活
躍
で
き
る
　
え
た
じ
ま
」
の
実
現
に
向
け
て

　
２
月
定
例
会
で
は
、
令
和
７
年
度
当

初
予
算
に
関
す
る
議
案
を
、
昨
年
12
月

定
例
会
で
新
た
に
設
置
し
た
予
算
決
算

常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

審
査
の
概
要

　
２
月
18
日
の
同
委
員
会
で
、
さ
ら
に

２
分
科
会
で
審
議
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

３
月
５
日
～
11
日
に
か
け
て
各
分
科
会

を
４
日
間
開
催
し
、
慎
重
に
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
３
月
17
日
の
全
体
会
で
各

分
科
会
か
ら
の
審
査
結
果
報
告
を
受
け

採
決
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
当
初
予
算
に
関
す
る
議

案
は
、
30
項
目
の
指
摘
お
よ
び
意
見
を

付
け
て
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

令和７年度当初予算の
概要はこちらから

　一人一人のこどもたちが、それ
ぞれ必要とする安心な居場所が異
なります。この助成事業によって、
どんなこどもたちでも、自分の居
場所を見つけられるようになると
思います。

尾
お

崎
ざき

　智
とも

子
こ

 さん

まちの声



消
防
団
車
両
購
入
事
業

大
君
地
区
企
業
誘
致
促
進
事
業

　
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
消
防
車

を
常
時
運
用
で
き
る
体
制
を
維
持
し
、
安
定
し
た
消

防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
旧
ユ
ウ
ホ
ウ
紡
績
工
場
跡
地
、
社
宅
跡
地
の
利
活

用
者
を
公
募
し
、
民
間
活
力
に
よ
る
雇
用
の
場
の
創

出
や
地
域
振
興
を
は
か
り
ま
す
。 

　
今
年
度
は
、
跡
地
の
売
却
に
向
け
た
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
除
去
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

1,733万円 3,000万円

木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
支
援
事
業

ド
ッ
ツ
事
業
負
担
金

　
従
来
の
耐
震
補
強
の
設
計
や
工
事
に
係
る
支
援
を

拡
充
し
、
耐
震
改
修
や
建
て
替
え
・
除
却
に
対
す
る

支
援
を
新
た
に
行
い
ま
す
。

耐
震
改
修
・
現
地
建
て
替
え

　
　
　
　
↓

工
事
費
の
80
％(

上
限
１
１
５
万
円)

　
広
島
駅
南
口
の
新
駅
ビ
ル
「
ミ
ナ
モ
ア
」
西
棟
３

階
の
情
報
発
信
と
交
流
の
拠
点
「
ミ
オ
バ
イ
ド
ッ

ツ
」
の
運
営
経
費
を
負
担
し
ま
す
。

　
ド
ッ
ツ
と
は
店
舗
名
・
会
社
名
で
あ
る
。
な
お
、

ミ
オ
と
は
イ
タ
リ
ア
語
のm

io

＝
「
私
の
、
私
の
も

の
」
と
、
日
本
語
の
水
尾
＝
「
船
の
通
る
道
、
船
が

213万円 200万円

活力あふれるまちづくり活力あふれるまちづくり健康で安心して暮らせるまちづくり健康で安心して暮らせるまちづくり

非
現
地
建
て
替
え
・
除
却

　
　
　
　
↓

除
却
工
事
費
の
23
％(

上
限
97
万
８
６
０
０
円)

通
っ
た
跡
、
神
の
道
」
の
掛

詞
。
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２
社
応
募
が
あ
り
、

　
　
優
先
交
渉
権
者
が

決
ま
っ
た
が
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
売
却
と
貸
し
付
け

　
　
で
選
択
可
能
で
す

が
、
相
手
方
は
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
等
の
諸
問
題
も

受
け
入
れ
て
、
売
却
を

希
望
し
て
い
ま
す
。

　
買
戻
し
特
約
を
付
け

て
契
約
す
る
予
定
で
す
。

議
員
か
ら
質
問

　
観
光
情
報
の
提
供
や
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
を
し
っ
か
り
と
行

い
、
本
市
へ
の
観
光
誘
客
に

つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
会
の
意
見

　
　
今
年
度
、
積
載
車
を
購
入
予
定
だ
が
、
ど
こ
へ

　
　
配
置
す
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
計
画
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
今
回
の
積
載
車
は
、
前
回
購
入
か
ら
24
年
が
経

　
　

過
し
て
い
る
大
古
分
団
へ
配
置
す
る
予
定
で

す
。
令
和
７
年
度
に
第
３
次
江
田
島
市
消
防
団
活
性

化
計
画
等
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
消
防
団
屯
所

の
統
合
、
団
員
数
の
減
少
を
考
慮
し
、
分
団
運
営
に

つ
い
て
検
討
す
る
予
定
で
す
。

議
員
か
ら
質
問

議
員
か
ら
質
問

　
　
こ
の
予
算
で
は
１
、
２
件
し
か
対
応
で
き
な
い　

　
　
と
思
う
。
わ
れ
わ
れ
も
Ｐ
Ｒ
が
し
づ
ら
い
。
ど

う
い
う
考
え
で
取
り
組
む
の
か
。

　
　
ま
ず
は
制
度
を
創
設
し
、

　
　
そ
れ
ぞ
れ
１
件
分
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
ど
う
い
う

ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
、
市
民

か
ら
の
反
応
を
見
定
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

市商工会・松
まつもと

本　博
ひろゆき

之 さん

店内の県・市町PR棚とイベント交流空間

まちの声

　ミオバイドッツで「えたじまブ
ランド」をはじめとした市の特産
品をＰＲすることにより市の認知
度アップや特産品の販路拡大が期
待できます。今後はイベント等を
実施して市および市の特産品の認
知度向上を目指します。

まちの声

　車両更新に併せ、最新鋭の資機
材が整備されることになりますの
で、地域住民の期待に応えられる
よう、消防団員が一致団結し災害
対応能力の向上に努めます。

楠
なん

部
ぶ

　仁
まさとみ

臣 さん

まちの声
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２月定例会

宮
下
筧
本
上
本
平
本
美
濃
古
居
長
坂
岡
野
平
川 沖 沖

元
上
松
吉
野
浜
西
山
本
酒
永

予
　
算

令和６年度江田島市一般会計補正予算（第７号）　

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ －

令和７年度江田島市一般会計予算

● ○ ○ 欠 ● ○ ○ ● ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ －

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

江田島市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条
例案について
○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ －

江田島市部等設置条例等の一部を改正する条例案について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ －
江田島市下水道条例及び江田島市農業集落排水処理施設条例の一部を
改正する条例案について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ －

そ
の
他

副市長の選任につき同意を求めることについて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠 ○ ○ ○ ○ －

発
議
江田島市議会の議員の定数条例の一部を改正する条例案について

○ ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ● 欠 ● ● ● ● －

主な議案の賛否

○…賛成　●…反対　欠…欠席　―…議長職（議長は採決に加わりません）

議
案
第
１
号
　
令
和
７
年
度
江
田
島
市
一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
当
初
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

Point
２

発
議
第
１
号
　
江
田
島
市
議
会
の
議
員
の
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

議
員
定
数
は
現
状
維
持
（
16
人
）
と
な
り
ま
す
。

Point
３

　
議
員
定
数
を
２
人
削
減
し
14
人
と
す
る
条
例
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
各
種
団
体
の
代
表
者
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
や
、
市
の
人
口
動
態
、
財
政
状
況
を
勘
案
し
、
よ
り
効

果
的
で
効
率
的
な
議
会
運
営
を
目
指
す
と
い
う
趣
旨
で
し
た
が
、

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
で
、
定
数
１
人
減
に
２
名
が

挙
手
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
２
人
減
の
発
議
案
な
の
か
。

市
内
各
種
団
体
の
意
見
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
り
、
14
人
で

も
十
分
委
員
会
運
営
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

議
会
改
革
の
本
質
は
、
議
員
削
減
で
は
な
く
、
市
民
の
信

頼
を
高
め
、
政
治
参
加
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

反
昨
年
か
ら
委
員
会
活
動
が
多
様
化
し
て
お
り
、
議
員
定
数

削
減
は
委
員
会
構
成
や
委
員
会
運
営
に
支
障
を
き
た
す
。

反
議
員
を
減
ら
せ
ば
、
そ
れ
だ
け
多
様
な
市
民
の
声
を
反
映

し
づ
ら
く
な
る
。

反
現
状
維
持
と
い
う
委
員
会
の
結
論
は
、
市
民
に
説
明
が
で

き
る
論
拠
が
な
い
。

賛
削
減
し
て
得
ら
れ
た
財
政
効
果
を
、
市
民
の
福
祉
向
上
や

こ
ど
も
た
ち
の
教
育
等
の
活
動
費
に
活
用
す
べ
き
。

賛 議
案
第
19
号
　
令
和
６
年
度
江
田
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
７
号)

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

Point
１

　
主
な
も
の
は
、
人
件
費
や
各
事
業
費
等
の
執
行
残
に
よ
る
10

億
１
６
５
５
万
３
０
０
０
円
の
減
額
で
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

財
産
売
払
収
入
が
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
う
い
っ
た

も
の
が
収
入
に
な
っ
た
の
か
。

公
共
交
通
事
業
に
対
し
補
助
金
が
多
く
出
て
い
る
が
、
ど

う
い
っ
た
内
容
な
の
か
。

昨
年
５
月
に
ス
ー
パ
ー
千
鳥
を
３
９
６
０
万
円
で
売
却
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ポ
ン
プ
場
改
修
工
事
で
鉄
屑
を
ス
ク
ラ

ッ
プ
と
し
て
３
３
８
万
７
０
０
０
円
で
売
却
し
た
も
の
で
す
。

生
活
航
路
対
策
事
業
補
助
金
事
業
は
、
三
高
／
宇
品
航
路

に
お
け
る
県
の
補
助
と
の
調
整
で
す
。
ま
た
、
原
油
価
格

高
騰
対
策
緊
急
支
援
金
事
業
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
公
表

し
て
い
る
原
油
の
値
上
げ
に
よ
り
、
航
路
お
よ
び
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
分
の
緊
急
支
援
を
し
ま
す
。

　
人
口
減
少
の
抑
制
に
引
き
続
き
取
り
組
む
た
め
、
第
３
次
江

田
島
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
豊
か
な
恵
み
と
ぬ
く
も
り
で
み

ん
な
が
輝
き
活
躍
で
き
る
え
た
じ
ま
」
を
実
現
す
る
た
め
の
施

策
に
取
り
組
む
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

予
算
委
員
会
で
の
質
問
に
対
す
る
回
答
に
不
明
な
点
が
あ

り
、
現
状
で
は
市
民
に
説
明
が
で
き
な
い
た
め
、
疑
問
点

を
解
消
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。
行
財
政
経
営
計
画
を
見

れ
ば
分
か
る
通
り
、
今
後
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
の

は
一
目
瞭
然
で
あ
り
、
あ
る
程
度
指
標
を
示
す
よ
う
、
１
年
で

も
早
く
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

反
各
分
科
会
に
お
い
て
、
所
管

ご
と
の
予
算
に
つ
い
て
慎
重

審
査
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案

可
決
と
決
し
て
い
る
。

　
そ
の
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部

課
長
か
ら
説
明
を
受
け
、
疑
問
点

に
つ
い
て
質
問
し
、
そ
の
回
答
を

求
め
、
納
得
の
上
で
採
決
に
至
っ

た
も
の
で
あ
る
。

賛

多
額
の
減
額
補
正
と
な
っ
て
い
る
。
予
算

編
成
の
際
は
、
緻
密
な
積
み
上
げ
を
。

こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た

江田島市議会　中継

本会議のライブ中継・録画映像は、ご自宅の
パソコンやスマートフォンから視聴できます。

全ての議案名および議案の議員別賛否は、
市議会ホームページでご覧いただけます。
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一般質問

本
年
１
月
に
長
浜
射
撃
場

内
で
発
生
し
た
林
野
火
災

は
４
日
間
延
焼
し
た
。
昨
年
も

同
時
期
に
大
柿
町
陀
峯
山
で
大

規
模
林
野
火
災
が
発
生
し
て
い

る
。
今
回
の
火
災
で
周
辺
へ
の

影
響
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

市
長
周
辺
の
住
宅
や
介
護
施

設
へ
延
焼
危
険
が
あ
っ
た
た
め
、

大
原
地
区
住
民
６
世
帯
13
人
が

宮
ノ
原
交
流
プ
ラ
ザ
へ
、
誠
心

園
入
所
者
お
よ
び
職
員
１
４
１

人
が
市
内
の
介
護
施
設
な
ど
へ

そ
れ
ぞ
れ
自
主
避
難
し
ま
し
た
。

今
回
の
林
野
火
災
は
現
場

近
く
に
介
護
施
設
も
あ
り

避
難
に
時
間
を
要
す
る
ご
高
齢

の
方
々
が
入
所
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、「
自
主
避
難
」
で
は

な
く
緊
急
性
の
高
い
「
避
難
指

示
」
を
発
令
す
べ
き
で
は
な

か
っ
た
か
と
考
え
る
が
。

危
機
管
理
監
避
難
指
示
を
発

令
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
延
焼
危
険
等
現
場
の
状
況

判
断
に
よ
り
、
自
主
避
難
対
応

と
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
介
護
施
設
の
入
所

者
、
職
員
含
め
１
４
１
名
が
避

難
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今

後
の
避
難
指
示
判
断
に
つ
い
て

見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

岡野　数正
林野火災　出火防止対策の徹底と被害の拡大防止策は！

答 林野火災防止強化月間を定め、広報やパトロールを強化する。
また、発生時には早期にヘリコプター等の要請を行う

今
回
の
火
災
は
、
海
上
自

衛
隊
の
訓
練
場
か
ら
の
出

火
と
い
う
特
異
な
事
例
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
本
市
と
海
上
自
衛
隊

は
共
存
共
栄
の
信
頼
関
係
を
築

い
て
き
た
。
こ
の
関
係
を
後
世

に
繋
げ
て
い
く
た
め
に
も
、
二

度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
出
火
防
止
対
策
が
必
要
と

考
え
る
。
防
火
帯
の
設
置
や
消

火
設
備
や
消
防
車
の
待
機
な
ど

の
対
策
を
海
上
自
衛
隊
側
に
要

望
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　

消
防
長
現
在
、
火
災
の
出
火

原
因
調
査
を
海
上
自
衛
隊
、
総

務
省
消
防
庁
、
消
防
本
部
で
進

め
て
い
ま
す
の
で
、
出
火
原
因

判
明
後
に
、
再
発
防
止
対
策
の

徹
底
や
、
万
が
一
、
火
災
が
発

生
し
た
場
合
の
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
対
策
を
求
め
ま
す
。

※
江
田
島
市
総
合
計
画
基
本
構

想
の
令
和
７
年
度
事
業
へ
の
反

映
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

問

問問

ＱＲコードを読み取ると録画映像が視聴できます。

１　岡野　数正　　　　林野火災　出火防止対策の徹底と被害の拡大防止策は！　　　　　
２　古居　俊彦　　　　道路の陥没について危険はないか　　　　　　
３　長坂　実子　　　　会計年度任用職員の雇用見直しは妥当ではない！
　　　　　　　　　　　社会の流れに柔軟に対応した行財政運営を！
４　平川　博之　　　　学校体育館の環境整備促進を！　　
５　美濃　英俊　　　　情報発信の課題解決のために！
６　上本　雄一郎　　　市営の合葬式墓地の創設に向けた検討を！
７　平本　美幸　　　　市民生活に寄り添った予算編成、職員の確保を！
８　筧本　　語　　　　陸上公共交通の活性化について、今後の取り組みは！　　　　　

質問者　８人

一般質問
市の考えを問う

令
和
６
年
度
、
職
員
の
給

与
を
大
幅
に
引
き
上
げ
た

一
方
で
、
令
和
７
年
度
会
計
年

度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
や
処

遇
を
下
げ
る
雇
用
見
直
し
が
行

わ
れ
て
い
る
。
生
活
に
影
響
す

る
た
め
仕
事
を
変
え
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
声
が
あ
る
。
本
市

の
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
く

計
画
的
な
雇
用
見
直
し
か
。

市
長
会
計
年
度
任
用
職
員
の

業
務
は
職
員
の
補
助
的
業
務
、

単
純
・
定
型
的
な
業
務
、
短
期

的
な
業
務
で
あ
り
、
定
員
適
正

化
計
画
へ
の
反
映
は
そ
ぐ
わ
な

い
と
考
え
ま
す
。
令
和
２
年
度

以
来
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

雇
用
条
件
が
大
き
く
改
善
さ
れ
、

予
算
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合

が
大
き
く
膨
ら
ん
で
き
た
た
め
、

業
務
実
態
を
精
査
し
、
雇
用
の

見
直
し
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

経
験
を
積
み
、
知
識
や
ス

キ
ル
を
習
得
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
処
遇
を
下
げ

た
雇
用
条
件
へ
の
変
更
は
妥
当

で
な
い
。
生
活
に
困
る
人
が
い

る
こ
と
を
考
え
な
い
の
か
。

総
務
部
長
生
活
へ
の
影
響
を

抑
え
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
職

種
で
幅
広
い
公
募
条
件
を
提
示

し
た
上
で
見
直
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。
す
で
に
雇
用
し
て
い
る

職
員
に
配
慮
し
た
公
募
は
制
度

道
路
の
陥
没
等
に
対
す
る

維
持
管
理
に
つ
い
て
の
対

策
は
。

市
長
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
や
、
住
民
か
ら
の
情
報
に
よ

り
、
陥
没
な
ど
の
状
況
把
握
に

努
め
て
い
ま
す
。
舗
装
の
剥
が

れ
等
に
伴
う
小
規
模
な
陥
没
の

場
合
は
、
そ
の
場
で
簡
易
補
修

材
に
よ
る
修
繕
を
し
ま
す
。
本

市
で
は
実
例
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

道
路
の
内
部
に
空
洞
が
で
き
て

い
る
な
ど
の
、
規
模
の
大
き
い

陥
没
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

利
用
者
の
安
全
を
確
保
し
た
上

で
、
原
因
を
特
定
し
、
再
発
防

止
を
含
め
た
復
旧
工
事
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

道
路
の
橋
・
舗
装
等
の
補

修
の
実
施
状
況
と
今
後
の

対
策
は
。

市
長
市
道
の
橋
で
補
修
が
必

要
と
診
断
さ
れ
た
63
カ
所
の
う

ち
、
58
カ
所
の
補
修
が
完
了
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
道
の
舗

装
は
、
調
査
で
補
修
が
必
要
で

あ
る
と
診
断
さ
れ
た
延
長
約
30

㎞
の
う
ち
、
令
和
６
年
度
末
ま

で
に
約
４
㎞
の
補
修
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
維
持
管
理
費
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
行

の
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
計
画
を

整
備
計
画
に
統
合
し
、
令
和
７

年
度
か
ら
計
画
的
な
取
り
組
み

を
推
進
し
ま
す
。
利
用
状
況
を

踏
ま
え
た
施
設
の
減
量
化
や
さ

ら
な
る
予
防
保
全
型
の
維
持
管

理
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

年
間
平
均
の
維
持
管
理
投

資
額
が
約
２
・
９
億
円
と

さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
こ
の

予
算
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

土
木
建
築
部
長
お
お
む
ね
現

行
計
画
通
り
の
事
業
費
を
確
保

し
、
維
持
管
理
を
進
め
て
い
ま

す
。
内
訳
は
、
道
路
施
設
へ
の

投
資
が
全
体
の
約
70
％
を
占
め
、

漁
港
施
設
が
約
14
％
、
都
市
下

水
施
設
が
約
９
％
で
す
。

 

お
わ
り
に

　
江
田
島
市
に
お
い
て
も
、
高

度
成
長
期
に
新
設
し
た
イ
ン
フ

ラ
の
ほ
と
ん
ど
が
耐
用
年
数
を

迎
え
る
今
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
日
々
使
っ
て
い
る
道
路
等
、

「
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
」
の

重
要
性
は
改
め
て
言
う
ま
で
も

な
い
。
今
後
も
、
計
画
的
な
施

設
の
維
持
管
理
に
努
め
て
ほ
し

い
。

長坂　実子
会計年度任用職員の雇用見直しは妥当ではない！
社会の流れに柔軟に対応した行財政運営を！
答 人件費削減のために適正雇用に努める　

古居　俊彦
道路の陥没について危険はないか

答 小規模な陥没の場合は、その場で補修材による修繕を
しており、大規模なものは、本市では実例はない　

問

問

問

問

問

問

民家に迫る山火事

小規模な修繕

の
趣
旨
に
反
し
、
新
た
な
雇
用

を
創
出
で
き
ま
せ
ん
。

自
治
体
は
労
働
契
約
法
の

適
用
外
だ
が
、
社
会
の
動

向
に
沿
う
雇
用
を
考
え
る
べ
き
。

　
人
件
費
削
減
よ
り
も
、
事
業

見
直
し
や
職
員
全
体
の
業
務
の

見
直
し
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
人
件
費
削
減
が
必
要

な
ら
、
市
政
運
営
の
責
任
あ
る

立
場
の
市
長
や
管
理
職
か
ら
給

与
カ
ッ
ト
す
る
べ
き
で
は
。

総
務
部
長
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

る
業
務
の
抜
本
的
見
直
し
が
必

要
で
す
。
職
員
給
与
カ
ッ
ト
が

与
え
る
影
響
を
考
慮
す
る
と
、

抜
本
的
な
対
策
に
な
り
ま
せ
ん
。

お
わ
り
に

　
業
務
が
変
わ
ら
ず
処
遇
が
下

が
れ
ば
労
働
意
欲
は
削
が
れ
、

効
果
的
で
は
な
い
。
今
後
、
人

材
確
保
は
さ
ら
な
る
困
難
が
予

想
さ
れ
る
。
給
与
面
だ
け
で
な

く
、
業
務
の
抜
本
的
見
直
し
の

中
で
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の

雇
用
見
直
し
や
職
員
の
長
時
間

労
働
の
是
正
な
ど
社
会
の
流
れ

に
柔
軟
に
対
応
し
、

行
財
政
運
営
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

※
職
員
の
残
業
削
減
、
安
心
し

て
出
産
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。
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市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ

い
て
、
ト
ッ
プ
画
面
が
雑

多
で
、
情
報
を
探
し
に
く
い
。

さ
ら
に
、
情
報
の
整
理
が
で
き

て
い
な
い
た
め
に
、
調
べ
た
い

情
報
に
た
ど
り
着
け
な
い
状
況

で
あ
る
。
い
ま
一
度
、
情
報
の

整
理
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

企
画
部
長
現
在
の
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
、
必
要
な
情
報
に

た
ど
り
着
く
ま
で
の
経
路
が
分

か
り
に
く
い
と
い
う
課
題
が
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
雑
然
と
し
て
い
る
点
は

否
め
ま
せ
ん
。

　
極
力
、
分
か
り
や
す
い
も
の

と
な
る
よ
う
、
情
報
の
整
理
に

取
り
組
み
ま
す
。

続
い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い

て
、
ど
ん
な
戦
略
を
持
っ

て
運
用
し
て
い
る
の
か
。

企
画
部
長
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
強
み
の

一
つ
と
し
て
、
画
像
や
映
像
を

中
心
と
し
た
情
報
を
、
コ
ス
ト

を
か
け
ず
に
不
特
定
多
数
に
発

信
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

お
い
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
行
事

な
ど
、
市
の
様
子
を
発
信
す
る

こ
と
を
中
心
と
し
た
活
用
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ツ
ー
ル
に
よ
っ
て
、

利
用
者
層
や
求
め
る
情
報
な
ど

が
異
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

美濃　英俊
情報発信の課題解決のために！

答 ホームページの整理、ＳＮＳは意図を持った運用を行う　

そ
れ
ぞ
れ
の
ツ
ー
ル
の
特
性
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
よ
り
意
図
を

持
っ
た
情
報
発
信
を
行
う
よ
う

努
め
ま
す
。

そ
の
通
り
で
、
財
政
の
厳

し
い
江
田
島
市
に
と
っ
て

あ
り
が
た
い
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
（
登
録
者
）
や

ビ
ュ
ー
数
（
閲
覧
数
）
を
ど
の

よ
う
に
増
や
す
か
が
重
要
だ
が

戦
略
は
あ
る
か
。

企
画
部
長
正
直
に
申
し
ま
す

と
、
明
確
な
戦
略
は
持
ち
合
わ

せ
て
い
ま
せ
ん
。
広
報
部
門
の

マ
ン
パ
ワ
ー
的
な
こ
と
も
あ
り
、

各
ツ
ー
ル
に
情
報
を
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
で
手
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
ひ
と
工
夫
、
ひ
と
手
間
を
か

け
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
結
果

を
出
せ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う

の
で
、
可
能
な
範
囲
で
、
よ
り

意
図
を
持
っ
た
発
信
に
取
り
組

み
ま
す
。

問

問問

問

問

新
年
度
予
算
で
、
具
体
的

に
選
択
と
集
中
し
た
も
の

は
何
か
。

総
務
部
長
選
択
と
集
中
を
意

識
し
た
編
成
を
し
て
い
ま
す
が
、

個
別
事
業
に
お
い
て
、
廃
止
や

新
設
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市

民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
や
日
々

の
生
活
を
守
る
事
業
を
優
先
し

て
計
上
し
て
い
ま
す
。

大
規
模
集
会
施
設
の
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
、
沖

美
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

空
調
が
故
障
し
た
状
態
が
続
い

て
い
る
。
空
調
設
備
更
新
の
今

後
の
ス
ジ
ュ
ー
ル
は
。

市
民
生
活
部
長
令
和
７
年
度

に
設
計
業
務
を
行
い
、
そ
の
成

果
物
が
得
ら
れ
次
第
、
財
政
状

況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
速
や
か
に

改
修
に
取
り
組
み
ま
す
。

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
、
ト
イ
レ
の
改

修
や
土
足
で
の
利
用
な
ど
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
設
計
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

産
業
部
長
現
時
点
で
は
、
傷

ん
で
い
る
外
壁
や
屋
根
等
の
改

修
、
空
調
設
備
や
照
明
器
具
の

更
新
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
と
と

も
に
多
目
的
ホ
ー
ル
の
土
足
化

等
を
含
め
た
想
定
で
改
修
設
計

業
務
を
委
託
す
る
予
定
で
す
。

葬
送
儀
礼
や
墓
制
は
、
変

化
の
た
だ
中
に
あ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
、
親
類
縁
者
相

集
い
故
人
を
偲
ぶ
機
会
は
激
減

し
、
祭
祀
の
担
い
手
た
る
家
族

を
取
り
巻
く
社
会
状
況
も
大
き

く
揺
ら
い
で
い
る
。
本
市
で
の

墓
じ
ま
い
の
状
況
は
ど
う
か
。

市
長
市
管
理
の
四
墓
苑
の
状

況
を
お
答
え
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
７
年

１
月
末
の
間
で
、
墓
じ
ま
い
を

理
由
と
し
た
区
画
の
返
還
は
、

江
田
島
中
央
墓
苑
で
４
件
、
江

田
島
南
部
墓
苑
で
３
件
、
江
田

島
北
部
墓
苑
で
５
件
、
飛
渡
瀬

墓
地
公
園
で
６
件
の
、
計
18
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
営
墓
地
の
使
用
状
況
は
。

市
長
現
在
、
江
田
島
中
央
墓

苑
（
全
１
５
２
区
画
）
で
は
２

区
画
が
、
江
田
島
北
部
墓
苑
（

全
１
９
７
区
画
）
で
は
55
区
画

が
空
き
区
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

江
田
島
南
部
墓
苑
（
全
１
５
１

区
画
）
お
よ
び
飛
渡
瀬
墓
地
公

園
（
全
３
０
９
区
画
）
に
空
き

区
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

江
田
島
北
部
墓
苑
の
５
段

目
は
全
27
区
画
が
空
い
て

い
る
。
使
用
料
の
値
下
げ
に
よ

る
利
活
用
促
進
が
必
要
で
は
。

平本　美幸
市民生活に寄り添った予算編成、職員の確保を！

答 市民の生活に直結する事業を優先した予算編成を行うと
ともに市民のために働いてくれる有能な人材を確保する　

上本　雄一郎
市営の合葬式墓地の創設に向けた検討を！

答 まずは需要と供給を見極め、必要な時期に検討したい　

問

問

問問

問問問

学
校
体
育
館
の
空
調
機
整

備
計
画
は
あ
る
か
。

教
育
長
学
校
体
育
館
の
ア
リ

ー
ナ
に
は
空
調
機
を
設
置
し
て

お
ら
ず
、
現
時
点
で
は
、
計
画

は
立
て
て
い
な
い
状
況
で
す
。

国
に
お
い
て
、
災
害
時
の
避
難

所
機
能
強
化
の
観
点
か
ら
体
育

館
等
へ
の
空
調
設
備
の
整
備
の

加
速
化
を
進
め
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、
今
後
検
討
す
べ

き
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

学
校
施
設
は
避
難
所
と
し

て
の
活
用
が
で
き
る
が
、

そ
の
安
全
対
策
は
。

市
長
体
育
館
を
避
難
所
と
し

て
開
設
す
る
際
の
冷
暖
房
対
策

に
つ
い
て
は
、
学
校
や
自
主
防

災
会
等
が
所
有
し
て
い
る
冷
風

機
や
ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー
タ
ー
な
ど

の
器
具
に
よ
り
初
動
期
対
策
を

行
い
ま
す
。

全
国
お
よ
び
広
島
県
内
の

公
立
学
校
体
育
館
の
空
調

設
備
設
置
状
況
は
。

教
育
部
長
文
部
科
学
省
の
調

査
で
、
体
育
館
等
に
お
け
る
空

調
設
備
の
設
置
率
は
、
令
和
６

年
９
月
１
日
現
在
、
全
国
で
は

18
・
９
％
、
広
島
県
で
は
11
・

６
％
で
す
。

平川　博之
学校体育館の環境整備促進を！

答 限られた予算の中で、何を優先するか慎重に検討する

問

問

問

学
校
体
育
館
の
空
調
設
備

整
備
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
は
。

教
育
部
長
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

熱
中
症
リ
ス
ク
の
大
幅
な
低
減

な
ど
健
康
・
安
全
面
の
確
保
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
運
動
環
境

が
確
保
さ
れ
ま
す
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
高
額
な
設

置
費
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

定
期
的
な
維
持
管
理
費
用
が
増

加
す
る
こ
と
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
が
増
え
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
　
多
額
の
費
用
が
か
か
る

こ
と
は
分
か
っ
た
が
、
児

童
生
徒
の
健
康
に
は
代
え
ら
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長
児
童
生
徒
や
災
害

時
の
避
難
所
と
し
て
の
機
能
強

化
の
観
点
か
ら
、
予
算
的
な
こ

と
、
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正

配
置
の
こ

と
な
ど
あ

り
ま
す
が
、

防
災
機
能

の
担
当
課

で
あ
る
危

機
管
理
課

と
も
連
携

を
は
か
り

検
討
し
ま

す
。市

民
生
活
部
長
平
成
27
年
10

月
に
不
動
産
鑑
定
を
行
い
、
段

ご
と
に
減
額
し
て
新
た
に
設
定

し
た
の
が
現
在
の
使
用
料
で
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
見
直
し
は
検

討
し
て
い
ま
せ
ん
。

呉
市
は
「
合
葬
式
墓
地
」

を
創
設
し
た
。
本
市
も
創

設
に
向
け
た
検
討
が
必
要
で
は
。

市
長
合
葬
式
墓
地
と
は
、
墓

石
を
共
有
し
、
遺
骨
を
共
同
で

埋
葬
、
供
養
す
る
墓
の
こ
と
で

す
。
個
別
に
墓
を
建
て
る
必
要

が
な
く
、
永
代
供
養
料
で
管
理

を
任
せ
ら
れ
る
た
め
、
合
葬
式

墓
地
を
選
択
す
る
ご
遺
族
が
い

る
こ
と
も
承
知
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
需
要
に
応
え
る
た

め
、
市
内
に
は
宗
教
法
人
が
運

営
す
る
合
葬
式
墓
地
が
あ
り
ま

す
。
市
営
の
合
葬
式
墓
地
の
創

設
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
需
要

と
供
給
を
見
極
め
な
が
ら
、
必

要
な
時
期
に
検
討
し
ま
す
。

※
島
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
の

対
外
的
な
発
信
の
強
化
に
つ
い

て
も
質
問
し
ま
し
た
。

市
職
員
の
市
外
居
住
に
つ
い
て

問問問
市
職
員
の
市
外
居
住
の
状

況
と
傾
向
は
。

市
長
令
和
６
年
４
月
１
日
時

点
に
お
い
て
正
規
職
員
３
４
７

人
の
う
ち
、
市
外
居
住
者
は
73

人
で
21
・
０
％
を
占
め
て
お
り

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

は
大
丈
夫
な
の
か
。

危
機
管
理
監
休
日
で
あ
っ
て

も
居
住
地
を
問
わ
ず
、
事
前
に

気
象
情
報
が
確
認
で
き
る
状
況

で
は
、
職
員
は
各
自
対
応
で
き

る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
実
情
を
肌
で
感
じ
、

地
域
の
特
性
を
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
せ
る
職
員
を
育
て
る

た
め
に
も
職
員
の
市
内
居
住
を

推
進
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
職
員
の
市
内
居
住
に
つ

い
て
は
、
市
内
居
住
者
だ
け
で

人
材
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が

困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
人

で
も
多
く
の
職
員
に
市
内
居
住

し
て
も
ら
え
る
よ
う
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
、
市
民
の
た

め
に
働
い
て
く
れ
る
有

能
な
人
材
を
確
保
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

江田島市公式 LINE
ＩＤ：@etajimacity

合葬式墓地を特集した
呉市議会広報紙の表紙
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筧本　　語
陸上公共交通の活性化について、今後の取り組みは！

答 何としても、将来も本市の公共交通網を残すという
強い決意の下、全力で取り組む

江
田
島
北
部
線
と
江
田
島

北
部
朝
夕
便
を
統
合
し
た
、

定
時
定
期
路
線
へ
の
移
行
は
。

市
長
江
田
島
北
部
線
は
、
年

間
約
３
０
０
万
円
の
赤
字
と
な

っ
て
お
り
、
予
約
な
し
の
運
行

と
し
た
場
合
、
約
７
０
０
万
円

を
超
す
赤
字
が
生
じ
る
見
込
み

で
す
。

　
ま
た
、
江
田
島
北
部
線
の
年

間
運
行
予
定
便
数
の
う
ち
、
利

用
者
が
あ
っ
た
割
合
は
約
33
％

で
、
沖
美
南
部
線
76
％
、
沖
美

北
部
線
約
62
％
と
比
べ
大
き
く

下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
利
用
実
績
を
踏
ま

え
る
と
、
定
時
定
期
路
線
化
で

き
る
状
況
に
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

江
田
島
バ
ス
で
利
用
さ
れ

て
き
た
パ
ス
ピ
ー
廃
止
に

伴
い
、
イ
コ
カ
に
移
行
す
る
が
、

モ
ビ
リ
ー
デ
イ
ズ
の
導
入
は
。

市
長
費
用
面
か
ら
、
二
つ
の

シ
ス
テ
ム
を
ど
ち
ら
も
導
入
す

る
と
い
う
選
択
は
取
り
得
ず
、

イ
コ
カ
は
パ
ス
ピ
ー
と
同
様
の

利
用
方
法
か
つ
全
国
の
公
共
交

通
で
利
用
可
能
な
も
の
で
あ
る

た
め
、
イ
コ
カ
を
選
択
し
ま
し

た
。
今
後
、
モ
ビ
リ
ー
デ
イ
ズ

を
導
入
し
な
い
こ
と
が
利
用
者

の
利
便
性
を
著
し
く
損
な
う
状

況
が
生
じ
た
際
は
検
討
し
ま
す
。

問

問問

問

自
動
運
転
技
術
に
よ
る
バ

ス
路
線
の
運
行
実
験
の
今

後
の
展
望
は
。

市
長
本
市
は
、
令
和
５
年
度

に
国
費
を
活
用
し
て
自
動
運
転

の
実
証
運
行
を
行
い
ま
し
た
が
、

自
動
運
転
技
術
を
導
入
し
た
場

合
、
現
在
よ
り
コ
ス
ト
増
と
な

る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る

た
め
、
導
入
メ
リ
ッ
ト
を
よ
く

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
に
つ

い
て
、
本
市
の
考
え
は
。

市
長
現
在
、
本
市
で
は
、
路

線
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
等
の
空

白
を
埋
め
る
た
め
に
、
お
れ
ん

じ
号
を
運
行
し
て
お
り
ま
す
。

   

ま
た
市
内
タ
ク
シ
ー
事
業
者

が
市
内
全
域
を
カ
バ
ー
し
、
か

つ
夜
間
も
運
行
さ
れ
て
い
る
た

め
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
必

ず
し
も
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
導
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
交
通
の
空
白
地
帯
が

生
じ
る
恐
れ
が
生
じ
た
際
は
、

制
度
の
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

持続可能な公共
交通の重要性を、
市民一人一人に
意識付けたい！

議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
調
査
研
究
レ
ポ
ー
ト

令
和
７
年
１
月
14
日
・
15
日

①
山
口
県
山
陽
小
野
田
市
議
会
　
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
聴
特
別
委
員
会
　

②
福
岡
県
糟
屋
郡
宇
美
町
議
会
　
広
報
常
任
委
員
会

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
は
、「
議
会
広
報
の
発
刊
、
広
聴
、
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
に
関
す
る
調
査
」
を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
他
の
先
進
議
会
の
取
り
組
み
を
学
び
、
意
見
交
換
を
行
い
、
よ
り
開
か
れ

た
議
会
を
実
現
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

調
査
概
要

調 

査 

先

調
査
日

報
告
内
容

①
山
陽
小
野
田
市
議
会
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
、
議
会
主
催
の
市
民
懇
談
会

な
ど
、
積
極
的
な
情
報
発
信
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
取
り
組
み
方
法
や
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て

住
民
と
の
対
話
を
深
め
、
議
会
の
透
明
性
向
上
に
努
め

る
姿
勢
を
学
び
ま
し
た
。

②
宇
美
町
議
会
は
広
報
紙
の
先
進
地
と
し
て
知
ら
れ
、

「
町
議
会
の
活
性
化
は
議
会
広
報
か
ら
」と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
常
任
委
員
会
と
し
て
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
住
民
や
議
員
の
声
が
伝
わ
る
紙
面
づ
く
り
に

努
め
る
姿
勢
は
「
議
会
だ
よ
り
制
作
を
通
じ
た
広
聴
活

動
の
展
開
」
と
い
う
面
で
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
運
営
を
目
指
し
、
広

報
・
広
聴
活
動
の
改
善
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

「
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
紙
面
づ
く
り
」
に

よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

山陽小野田市議会議場にて宇美町議会での調査の様子

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

議
員
定
数

　
類
似
市
と
比
較
し
、
定
数
16
人
は
妥
当
。
議
員
を
減
ら
せ
ば
、
各
地
域

の
市
民
の
多
様
な
声
が
届
き
に
く
く
な
る
。
本
市
で
人
口
減
少
抑
止
を
掲

げ
る
今
後
10
年
の
総
合
計
画
が
始
ま
る
中
、
議
会
も
議
員
の
総
力
を
挙
げ

て
知
恵
を
出
し
合
う
べ
き
。

議
員
報
酬

　
物
価
高
騰
を
背
景
に
全
国
的
に
民
間
企
業
の
給
与
を
上
げ
る
動
き
が
あ

る
が
、
本
市
の
事
業
所
で
は
い
ま
だ
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
報
酬
を
上

げ
る
段
階
で
は
な
い
。
　
　

正
副
委
員
長
の
報
酬
加
算

　
各
委
員
会
に
お
い
て
、
正
副
委
員
長
だ
け
で
な
く
、
委
員
も
意
見
を
出

す
責
任
は
重
く
、
報
酬
加
算
の
必
要
は
な
い
。

…
現
状
維
持
の
16
人
と
す
る

…
現
状
維
持
と
す
る…

報
酬
加
算
は
な
し
と
す
る

調
査
の
結
果

採
決
を
行
い
、
意
見
を
ま
と
め
ま
し
た

主
な
活
動
内
容

　
１
月
23
日

◦
議
員
定
数
、
議
員
報
酬
、
正
副
委
員
長
報
酬
の
加
算
に
つ
い
て
協
議

　
１
月
31
日

◦
議
員
定
数
、
議
員
報
酬
、
正
副
委
員
長
報
酬
の
加
算
に
つ
い
て
採
決

　
２
月
７
日

◦
岡
野
委
員
長
の
辞
任
を
許
可
し
、
浜
西
委
員
長
に
交
代

◦
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
協
議

議長の公務内容の一部をお知らせします。＼ 今号から掲載 ／

その他は右記ＱＲコードから→

基地関係市議会が加盟する本協議会に出席
し、令和７年度の活動方針等を決定しまし
た。

総会の様子

土手市長と共に、地元選出国会議員、総務
省および財務省を訪問し、要望活動を行い
ました。

総務省の竹内事務次官に要望書を提出

全国市議会議長会基地協議会
理事会および総会1/28 特別交付税要望活動1/29

　江田島市議会では、令和６年12月より、常任委員会の録画映像を
動画で配信しています。右記ＱＲコードを読み取り、注意事項をご
確認の上、YouTubeバナーをクリックしてしていただくと、動画配
信サイト（YouTube）へ移行し、視聴できます。

ＱＲコードの読み取りが困難な方は、 で検索江田島市議会　YouTube

議 長 日 誌
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公
共
交
通
の
課
題

主
な
活
動
内
容

　
　 
聞
き
取
り
調
査

　
１
月
27
日
（
企
画
部
）

◦
公
共
交
通
の
現
状
に
つ
い
て

・
海
上
交
通
、
陸
上
交
通
の
収
支
状
況
に

　
つ
い
て

・
人
口
減
少
に
よ
る
利
用
者
数
の
減
少

・�

航
路
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
乗
降
客
数
の

回
復
が
不
十
分

・
全
て
の
航
路
・
路
線
で
赤
字
運
航
（
行
）

産
業
部
、
土
木
建
築
部
、
農
業
委
員
会
、
市
民
生
活
部
、
福
祉

保
健
部
お
よ
び
福
祉
事
務
所
の
所
管
に
関
す
る
事
務

主
な
活
動
内
容

　
　 

聞
き
取
り
調
査

　
２
月
20
日
（
土
木
建
築
部
・
産
業
部
）

◦
各
種
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
質
疑
応
答

　
・【
江
田
島
市
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
】

　
　
未
来
に
つ
な
ぐ
持
続

　
　
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
の

　
　
実
現
を
目
指
す
計
画
。

　
・【
第
２
次
江
田
島
市
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
】

　
　

�

多
様
な
担
い
手
が
、
輝
き
、
守
り
、
育
て
、

未
来
へ
つ
な
ぐ
島
の
農
業
を
目
指
す
計
画
。

　
・【
第
３
期
江
田
島
市
水
産
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
】

　
　

�

島
の
恵
み
を
活
か
し
、
育
み
、
未
来
へ
つ

な
ぐ
水
産
業
を
目
指
す
計
画
。

　
・【
第
２
期
江
田
島
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
】

　
　

�

観
光
の
方
向
性
を
明
確
に
し
、

　
　
観
光
に
関
わ
る
全
て
の
人
が

　
　
共
通
認
識
の
下
、
観
光
施
策

　
　
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

　
　
し
た
計
画
。

調
査
の
概
要

調
査
の
概
要

　
フ
ェ
リ
ー
・
バ
ス
事
業
は
全
て
赤
字

で
あ
り
、
人
口
減
少
の
影
響
や
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
の
利
用
回
復
も
遅
れ
て
い
る
。　
　

　
現
在
約
１
億
円
の
補
助
金
を
出
し
て

い
る
が
、
財
政
負
担
の
増
加
は
他
の
事

業
に
も
影
響
を
与
え
る
た
め
、
永
続
的

な
支
援
は
難
し
い
。
収
支
改
善
の
た
め

に
は
運
賃
改
定
も
選
択
肢
に
入
れ
ざ
る

を
得
な
い
が
、
市
民
負
担
の
増
加
が
課

題
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
公
共
交
通
は
市
民
生
活
に

直
結
し
、
通
勤
や
通
学
、
特
に
高
齢
者

や
交
通
弱
者
に
と
っ
て
重
要
な
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
。
市
民
の
利
用
促
進
に
向
け

た
Ｐ
Ｒ
や
利
便
性
向
上
、
観
光
客
の
利

用
促
進
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
持
続

可
能
な
運
航
（
行
）
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
事
業
者
と
市
の
連
携
強
化
が
不

可
欠
で
あ
り
、
長
期
的
に
安
定
し
た
運

航
（
行
）
モ
デ
ル
の
構
築
の
検
討
が
求

め
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
、

地
域
の
交
通
網
を
い
か
に
維
持
・
発
展

さ
せ
る
か
が
今
後
の
大
き
な
課
題
と
な

る
。

◦�

前
の
計
画
で
行
っ
た
事
業
の
効
果
を

分
か
る
よ
う
に
し
、
新
し
い
計
画
を

進
め
る
こ
と
。

◦��

環
境
問
題
、
環
境
対
応
に
つ
い
て
計

画
に
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
国
の
方

針
を
意
識
し
示
す
べ
き
で
な
い
か
。

※�

『
第
３
期
江
田
島
市
水
産
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
』『
第
２
期
江
田
島
市
観
光

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
』
に
つ
い
て
も
担
当

課
か
ら
課
題
や
方
針
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
同
様
に
、
質
問
を
し
意
見

を
述
べ
た
。

【
議
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
】

　
こ
れ
ら
の
計
画
は
４
月
１
日
よ
り
施

行
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
計

画
が
順
調
に
進

ん
で
い
る
か
議

会
が
チ
ェ
ッ
ク

し
、
よ
り
良
い

結
果
に
な
る
よ

う
努
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

委
員
会
の
主
な
意
見

委
員
会
の
主
な
意
見

・
全
航
路
で
赤
字
運
航
が
継
続
。

・�

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
急
激
に
採
算
性
が

悪
化
し
て
お
り
回
復
し
て
い
な
い
。

・�

補
助
金
や
財
政
支
援
を
受
け
て
も
赤

字
運
航
と
な
る
。

海
上
交
通
の
収
支
状
況

　
地
域
の
特
性
で
道
路
以
外
に
も
橋
や

ト
ン
ネ
ル
、
港
湾
や
漁
港
な
ど
対
象
の

イ
ン
フ
ラ
が
膨
大
で
老
朽
化
も
進
ん
で

い
る
。
さ
ら
に
、
整
備
す
る
人
材
不
足

も
課
題
で
あ
る
。
今
後
の
計
画
で
は
、

既
存
の
イ
ン
フ
ラ
の
集
約
や
再
編
す
る

こ
と
と
、
予
防
保
全
型
の
維
持
管
理
を

進
め
持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
す

る
こ
と
で
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を

実
現
す
る
。

課
題
と
方
針
（
担
当
課
説
明
）

　
現
在
、
航
路
事
業
者
は
航
路
の
撤
退

は
考
え
て
い
な
い
も
の
の
、
値
上
げ
等

の
経
営
改
善
策
を
検
討
し
て
い
る
。
中

町
・
高
田
／
宇
品
航
路
の
指
定
管
理
者

を
公
募
す
る
に
あ
た
り
、
収
支
均
衡
が

は
か
ら
れ
る
形
で
運
賃
を
上
げ
る
か
、

そ
の
分
を
市
が
補
填
す
る
の
か
検
討
し

て
い
く
。

市
の
対
応
方
針

【
江
田
島
市
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
】

　
農
地
・
産
地
を
維
持
し
、
ス
ム
ー
ズ

に
新
規
就
農
を
進
め
る
た
め
に
、
ど
う

す
る
か
が
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
収

益
性
の
向
上
を
目
指
し
、
多
様
な
人
材

や
組
織
の
参
入
を
促
す
。

【
第
２
次
江
田
島
市
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
】

課
題
と
方
針
（
担
当
課
説
明
）

～
路
線
バ
ス
～

・�

乗
客
数
は
増
加
傾
向
だ
が
、
黒
字
路

線
は
「
大
柿
～
小
用
」
間
の
み
と

な
っ
て
い
る
。

～
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
お
れ
ん
じ
号
～

・�

営
業
収
入
と
支
出
に
よ
る
差
額
が
連

続
し
て
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

陸
上
交
通
の
収
支
状
況

委
員
会
の
主
な
意
見

◦�

技
術
向
上
に
つ
な
が
る
機
会
が
あ
れ

ば
、
積
極
的
に
人
材
を
派
遣
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

◦�

既
存
の
イ
ン
フ
ラ
を
集
約
す
る
と
き

は
、
そ
の
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
ど

う
す
る
の
か
意
識
し
て
取
り
組
ま
れ

た
い
。

　
国
や
県
の
補
助
等
を
除
い
て
も
市
単

独
で
約
１
億
円
を
毎
年
補
助
し
て
い
る
。

交
通
網
維
持
の
た
め
の
支
援
状
況
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市
議
会
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
へ
参
加
す
る
前
は
、
議

場
を
映
像
で
し
か
見
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
楽

し
み
で
し
た
。
実
際
に
議

場
に
入
っ
て
座
る
と
、
教

室
と
は
違
う
緊
張
感
が
あ

り
ま
し
た
。

寺
てらぐち

口　圭
けいすけ

祐 さん

建物を造ったり、新しい決まりを作った
りするときは、議会を通して決められて
いるんだと分かりました。自分にとって
良い経験ができてとても楽しかったです。　　　　　　   　

　
私
は
、
市
議
会
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

で
発
表
を
し
ま
し
た
。
演
壇
に
立
つ

と
多
く
の
視
線
を
感
じ
、
緊
張
で
内

容
を
忘
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

一
年
間
か
け
て
考
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
勇
気
と
自
信
を
持
っ
て
提
案
し

ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
江
田
島
市
へ
の
移
住

　
私
は
、
市
議
会

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

で
、
政
治
に
関
心

を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
市
議
会
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
を
体
験

す
る
前
は
、「
自

岡
おかもと

本　菓
か

鈴
りん

 さん 瀨
せ と

戸中
なか

　凪
なぎ

 さん

舛
ます

田
だ

　啓
けい

悟
ご

 さん

柳
やながわ

川　三
さん

太
た

 さん

平
ひら

野
の

　みなみ さん

市議会アドベンチャーを経験して、
堂々と発表できるのがすごいと
思ったし、市議会に少し興味を持
ちました。

発表しているのを見て、みん
ながすごく江田島のことを考
えて発表しているところがい
いなと思いました。議員さん
も、僕たちの提案を聞いてく
れてうれしかったです。

三
み

浦
うら

　瑠
る り

梨 さん

初
め
て
市
議
会
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
行
っ
て
、

意
見
を
発
表
す
る
と
こ
ろ
を
見
ま
し
た
。

見
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
け
ど
、
緊
張
し
ま
し
た
。

私たちの意見発表について「堂々と
した発表が良かった。ココロヒカレ
はこれからにつなげられたら面白い」
と褒めていただき、うれしくなった
し、もっと頑張ろうとやる気も湧い
てきました。

僕
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
で
江
田
島
の
良
さ
を
見
つ
け

て
き
ま
し
た
。
６
年
生
で
は
商
品
を
開
発
し
た
の
で
、
商
品

を
通
し
て
江
田
島
を
宣
伝
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
場
所
が
増
え
れ

ば
い
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
ア
ニ
メ
の
マ
ン
ホ
ー
ル
設
置
に
つ
い
て
で
す
。

ア
ニ
メ
の
マ
ン
ホ
ー
ル
が
あ
る
こ
と
で
、
観
光
客
な
ど
が
増

え
、
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
提
案
か
ら
、
誰
か
の
協
力
が
な
い
と
や
り
た
い
こ

と
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
を
学
び
、
互

い
に
感
謝
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
活
気
あ
る

ふ
る
さ
と
江
田
島
を
創
る
た
め
に
、
ま
ず
は
、
市
議
会
だ
よ

り
を
読
み
、
市
議
会
に
関
心
を
持
っ
て
い
き
た
い
で
す
。三

み
宅
やけ

　楓
ふう

果
か

 さん

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る

江
田
島
の
町
の
知
名
度

を
上
げ
よ
う
と
頑
張
っ

て
い
る
こ
と
に
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
私
た
ち

が
で
き
る
こ
と
を
考
え

な
が
ら
、
生
活
し
て
い

き
た
い
で
す
。

宮
みや

地
じ

　奏
そうすけ

輔 さん

今
いま

井
い

　陽
ひ な

菜 さん

自分たちが住みよい江田島にな
るように、条例や予算などを考
えてくれて、ありがたいなと思
いました。江田島のために何が
できるか考えていきたいです。

松
まつばら

原　寿
す ず か

寿花 さん

私たちは、「みんなで議論する」という大切なことを
学びました。私たちが発表したオブジェは、世界中の
人々に江田島市のことを知ってもらうためのものです。
みんなで協力して完成させることができました。 

藤
ふじしろ

代　優
ゆう

人
と

 さん

市議会のクイズが分かりやすかっ
たです。市議会だよりは１年で４
回しか出してないことにびっくり
しました。これからも市議会の仕
事について知りたいです。

促
進
と
地
域
活
性
化
を
目
的
に
、
長
瀬
海
岸
に
オ
ブ
ジ
ェ
『
コ
コ
ロ
』

を
設
置
す
る
提
案
を
行
い
、
３
月
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
多
く
の
方
々

の
協
力
の
お
か
げ
で
実
現
し
、
み
ん
な
が
集
え
る
場
所
と
な
っ
た
こ
と

を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
交
流
観
光
課
の
方
か
ら
の
回
答
で
、「
み
な
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
提

案
に
協
力
し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
や
る
気
が
増
し
ま

し
た
。
オ
ブ
ジ
ェ
『
コ
コ
ロ
』
を
「
心
つ
な
が
る
、
笑
顔
に
な
れ
る
場

所
」
と
し
て
、
今
後
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
こ
の
提

案
で
、
物
事
を
多
面
的
に
見
る
こ
と
の
重
要
性
に
も
気
付
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
市
議
会
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
通
し
て
、
市
議
会
が
市
民
の
意
見
を
反

映
し
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
場
で
あ
る
こ
と
を
学
び
、
政
治

へ
の
関
心
も
深
ま
り
ま
し
た
。
将
来
は
、
市
の
た
め
に
議
論
し
、
貢
献

で
き
る
人
を
目
指
し
た
い
で
す
。

　
江
田
島
小
学
校
の
６
年
生
は
、
二
つ
の
こ
と
を
提
案
し
ま

し
た
。

　
一
つ
目
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
取
り
組
ん
だ
『
ふ

る
さ
と
江
田
島
』の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
場
所
に
つ
い
て
で
す
。

分
は
発
表
し
な
い
か
ら
」
と
、
気
楽
な
気
持
ち
で
会

場
ま
で
行
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
議
場
に
入
る
と
、

議
員
さ
ん
や
市
の
担
当
者
の
方
な
ど
た
く
さ
ん
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
江
田
島
市
の
こ
と
を
真

剣
に
考
え
て
く
れ
て
い
る
人
が
こ
ん
な
に
い
る
こ
と

を
知
っ
て
、
う
れ
し
く
な
っ
た
と
同
時
に
、
こ
の
人

た
ち
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
っ

て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
市
議
会
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
通
し
て
、
自
分
が
住

ん
で
い
る
切
串
の
課
題
や
、
町
全
体
を
さ
ら
に
、
に

ぎ
や
か
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
考
え

た
り
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
町
に
す
る
た
め
に
、
自

分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
は
将
来
、
江
田
島
市
の
一
員
と
し
て
、
政
治
や

選
挙
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　市内の小学６年生（開催当時）が、社会科授業の一環として市議会の仕組　　みや役割について学びました。令和６年度は、１月に議場で議会クイズ
を行った後、各校で未来の江田島市のために自分たちができることを考え、　　実行したことについて市に提案する意見発表を行いました。 
　今回、たくさんの参加児童が感想を寄せてくれました。
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市議会アドベンチャー市議会アドベンチャー

　
市
議
会
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
で
は
、
議
場

に
入
っ
た
途
端
、
冷

や
汗
が
止
ま
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
議
場
で

私
が
発
表
す
る
の
だ

　
市
議
会
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
を
終
え
て

思
っ
た
こ
と
が
二
つ

あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
最
初

の
ク
イ
ズ
に
つ
い
て

で
す
。
議
員
に
な
る

　

僕
は
市
議
会
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
て
、
本
当
に
良
か
っ
た

で
す
。
ま
ず
、
議
場
に
入
る

と
き
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
雰
囲
気
を
感
じ

て
、
自
分
が
こ
こ
に
入
っ
て

い
い
の
か
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
議
員
の
方
々

白
しらいし

石　優
ゆう

太
た

朗
ろう

 さん

花
はなたか

髙　千
ち さ と

咲都 さん

高
たかはし

橋　蒼
あお

大
と

 さん

竹
たけもと

本　心
ここ

夏
な

 さん

髙
たかさき

先　恵
けい

矢
や

 さん

名
な

島
じま

　かなさ さん前
まえ

田
だ

　笑
え み

実 さん

加
か

藤
とう

　愛
あい

音
ね

 さん

小
こ

林
ばやし

　律
りつ

希
き

 さん

東
ひがし

　花
か

恋
れん

 さん𠮷
きっかわ

川　統
とう

吏
り

 さん

沖
おき

　有
ある

人
と

 さん

去年、６年生のライブ配信
を見たとき、みんなの前で
上手に意見発表ができてす
ごいなあと思いました。実
際に行ってみて席に座ると
自分がまるで議会の議員さ
んになった気分でした。緊
張しました。

市政の仕組みや他校の取り組み、ＰＲ方法を知
りました。僕たちの提案に協力すると言ってい
ただけてよかったです。これから江田島市がよ
り良い市になるよう、これまでの学びを生かし
て未来を創っていきたいです。

心に残ったことは、議会クイズで学んだ
ことと、大古小学校の意見発表を聞いた
ことです。お祭りを盛り上げるために出
した大古小学校の屋台に行ってみたいと
思いました。　　　

この議会アドベンチャーで「発表したいことがあれ
ば、恥ずかしがらずに発表すること」を学びました。
これからは勇気を持って、もっと自分の意見を伝え
ていきたいです。

私は恥ずかしくて質
問できませんでした。
帰りのタクシーの中
でいろいろな疑問が
出てきて後悔しまし
た。中学生になった
ら、ちゃんと自分の
意見を言える人にな
りたいです。　　

今まで以上に江田島への興味が湧き、
もっと知りたいと思うようになりまし
た。私たちが提案したことが通れば、
より江田島を好きになると思います。　　　　　　   　

市議会クイズで緊張がほぐれ、
議会アドベンチャーに楽しく参
加をすることができ、今まで知
らなかったことを知ることがで
きました。今回の経験を忘れな
いようにしたいです。

議会クイズで「市議会だより」は年に
４回発行されることや議会では予算を
決めることが重要だと知りました。議
会の緊張した雰囲気を味わうだけでも
貴重な経験でした。　　　　　      

が
、
江
田
島
市
の
た
め
に
真
剣
に
話
し
合
う
場
な
ん
だ
と
分
か

り
ま
し
た
。

　
僕
た
ち
は
、
大
古
夏
ま
つ
り
で
ふ
る
さ
と
を
盛
り
上
げ
る
た

め
に
、
み
ん
な
で
屋
台
を
出
し
た
経
験
か
ら
、
み
ん
な
が
楽
し

め
る
祭
り
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
提
案
し
ま
し
た
。
す
る

と
、
市
役
所
の
方
が
、
僕
た
ち
の
提
案
に
、
真
剣
に
向
き
合
っ

て
く
だ
さ
り
、
他
の
地
域
の
祭
り
と
比
較
し
な
が
ら
答
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
大
人
の
方
々
も
、
江
田
島
市
の
こ
と
を
良
く

し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
は
同
じ
な
ん
だ
と
分
か
っ
て
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
だ
か
ら
、
僕
も
江
田
島
市
で
開
か

れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に
は
た
く
さ
ん
参
加
し
て
、
積
極
的
に
盛

り
上
げ
た
い
で
す
。

　
今
回
は
、
学
校
で
学
ん
で
い
る
こ
と
が
、
自
分
た
ち
の
将
来

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
貴
重
な
経
験
に
な

り
ま
し
た
。

私たちの提案に、広報をサ
ポートしてくださると言って
いただき、とてもうれしかっ
たです。今回の経験で政治の
大切さを実感しました。

議会アドベンチャーに参加された皆さん、ありが
とうございました。
議場は厳かな雰囲気で独特な緊張感があったこと
とは思いますが、臆せずハキハキと江田島市の課
題について発言している姿は、とても感心しました。
あなたたちは江田島市の未来の主役です！
共に、明るく住みやすい江田島市をつくっていき
ましょう！！

当日傍聴した議員から一言

と
考
え
た
ら
、
怖
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
市
議
会
ク
イ
ズ
で
は
、
市
が
決
め
る
ル
ー
ル
の
こ

と
を
「
条
例
」
と
い
う
こ
と
や
、
市
議
会
議
員
に
な

れ
る
の
は
25
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
分
か
り
ま

し
た
。

　
そ
の
後
の
意
見
発
表
で
は
、
私
た
ち
が
総
合
で
取

り
組
ん
で
き
た
「
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ　
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｒ

Ｉ
」
と
い
う
他
の
地
域
か
ら
江
田
島
に
来
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
た
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
江
田
島
市
の
方

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
農
林
水
産
課

の
方
か
ら
、
２
月
の
初
め
に
飛
渡
瀬
地
区
に
地
域
の

特
産
物
を
売
る
所
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
古
小
の
発
表
も
、
地
域
の
祭

り
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
内
容
の
提
案
で
し
た
。

　
私
は
、
二
つ
の
学
校
の
取
り
組
み
を
聞
い
て
、も
っ

と
多
く
の
人
に
江
田
島
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
今
後
も
市
議
会

に
注
目
し
、
江
田
島
市
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
と
が
で
き
る
年
齢
が
25
歳
以
上
と
い
う
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。
僕
は
、
18
歳
で
投
票
で
き
る
か
ら
、
議

員
に
な
れ
る
の
は
20
歳
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
以
外
に
も
、
ク
イ
ズ
を
通
し
て
楽
し
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
意
見
発
表
に
つ
い
て
で
す
。
鹿
川
小

学
校
は
、
江
田
島
へ
来
た
観
光
客
の
安
全
対
策
や
南

海
ト
ラ
フ
へ
の
災
害
対
策
に
つ
い
て
の
提
案
を
し
ま

し
た
。
そ
の
内
容
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
災
害
グ
ッ

ズ
の
提
供
、
避
難
所
ま
で
の
案
内
板
と
標
識
の
設
置

な
ど
で
し
た
。
僕
は
、
江
田
島
を
守
る
た
め
に
、
発

生
率
の
高
い
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
つ
い
て
い
ま
一
度
、

一
人
一
人
が
真
剣
に
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
町
小
学
校
の
提
案
は
、
廃
材
や
海
岸
に

落
ち
て
い
る
も
の
を
使
っ
た
オ
ブ
ジ
ェ
の
設
置
に
よ

り
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
つ
な

が
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
提
案
が
実
現
し
、
江
田
島
市
が
市
民
や
外
国

人
、
観
光
客
に
と
っ
て
楽
し
く
過
ご
せ
る
場
所
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
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委員長　　宮下　成美
委　員　　長坂　実子
委　員　　美濃　英俊

副委員長　上本　雄一郎　　
委　員　　古居　俊彦
委　員　　筧本　　語

議会広報特別委員会

　現在、協議会の主な活動はイベントでの PR
です。年内はカキの育成不良やお歳暮の繁忙期
で、なかなか協議会としての活動ができていな
いのが現状です。とはいえ、江田島市の若手⽔
産業の協議会の会長を任せていただいているか
らには、もっと江田島産のカキをはじめ、海産
物の PR をしたいと思っています。
　今までの活動では、カキを使った料理のレシ
ピ、若手生産者へのインタビューやカキの加⼯
商品の紹介記事を掲載した「バリウマ !! ⾷べ
てみんさい  江田島産かき」という冊子の発行
などしてきましたが、もっと PR する場所がい
るのではと感じています。われわれが活躍でき
る場があれば紹介いただきたいです。

　江田島産カキの PR という観点から言うと、
島内でカキを販売してもらえる場所が欲しいと
ころです。カキだけでなく他の海産物もそうで
すが、島の魅力であるにもかかわらず、買える
場所が少ないです。私を含め、各生産者は小規
模なので、トライしたものの常に販売対応する
ことが厳しいのが現状です。何かしら知恵があ
りましたら協力いただきたいところですね。

農林⽔産課に事務局を置く江田島市⽔産物等販売協議会。
漁協および漁協青年部等が一体となり地域内の⽔産物等の
販売促進と⽔産業の振興のために取り組むことを目的に運
営されています。課題や要望など伺ってきました。

PRの場を求めています

　「江田島の下⽔処理、緩和できませんかね？」インタビューを
始めると会長から最初に出た言葉です。⾼い下⽔処理基準は、⿂
をはじめ、海の生き物が減少している要因ではないかと言われて
います。現在、廿⽇市と呉市広の浄化センターで緩和実験が行わ
れていて、カキの育成に効果が出ている報告もあがっています。
その他にも、海ごみ対策やエイなどの有害⿂問題など、生産者と
しての取り組みや課題についてお話することができました。私た
ちも、今後の行政課題をいただいたインタビューとなりました。

江田島市⽔産物等販売協議会
　　　　会長　大越　真也

江田島市⽔産物等販売協議会
会長　大越　真也 さん

( ゴミの分別をする大越さん )

次回の定例会は
６月17日（火）午前10時開会予定

※日程は変更となる場合があります。
　詳細は、定例会が開催されるおおむね１週間前に
　江田島市議会ホームページに掲載します。

直近では、3 ⽉のえたじまウォーキングへの
カキの提供、5 ⽉ 4 ⽇にはマツダスタジア
ムでカキのバター焼きを販売する予定です。

（カープ 対 中⽇ 13：30）

インタビューを終えて

令和７年３月までの累計 ▶▶▶
議会傍聴メーター議会傍聴メーター

令和７年中に議会・委員会の傍聴に来られた方をカウントします。
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